
　
西
鉄
バ
ス
の
車
内
は
録
画

さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
西
日
本
鉄
道
は
現

在
、
一
般
路
線
バ
ス
や
高
速

バ
ス
、
貸
し
切
り
バ
ス
な
ど

グ
ル
ー
プ
全
車
両
３
２
６
９

台

年

月
時
点

に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
呼
ば

れ
る
機
器
を
搭
載
。
車
両
の

前
方
と
車
内
を
録
画
し
て
い

る
。

　
一
般
的
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
は
、
事
故
発
生
時
の

映
像
を
記
録
す
る
装
置
。
事

故
の
検
証
な
ど
に
用
い
る
。

西
鉄
で
も
万
一
の
際
は
同
様

に
使
用
す
る
が
、
そ
れ
以
外

に
日
常
的
な
安
全
運
転
の
向

上
に
役
立
て
て
い
る
。

　
西
鉄
が
切
替
を
進
め
て
い

る
最
新
型
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、

常
時
録
画
す
る
タ
イ
プ
だ
。

一
定
以
上
の
衝
撃
を
感
知
し

て
映
像
を
残
す
タ
イ
プ
と
違

い
、
従
来
は
把
握
で
き
な
か

っ
た
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」

と
言
わ
れ
る
危
険
の
芽
を
発

見
で
き
る
。

　
同
社
は

年
度
ま
で
に
、

事
故
数
を

年
度
か
ら
半
減

す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

年
度
で
約

・
６
％
ま
で

達
成
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る

安
全
運
転
の
推
進
に
向
け
て

事
故
の
芽
を
事
前
に
摘
ん
で

い
る
。

　
「
昭
和
３
年

１
９
２
８

か

ら

年

１
９
４
３

ま
で
営
業

し
、
日
本
で
２
番
目
、
九
州
で
は

初
と
な
る
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
あ
っ

た
場
所
は
ど
こ
か
」
。
も
し
即
答

で
き
た
な
ら
合
格
は
近
い
か
も

し
れ
な
い
。

　
こ
れ
は
福
岡
市
が
３
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
福
岡
検
定
」
の
プ
レ

検
定
問
題
の
一
つ
。

年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
た
福
岡
市
の
観
光
政
策

の
一
環
で
市
民
の
お
も
て
な
し
の

心
を
向
上
さ
せ
る
目
的
だ
。
歴
史

や
文
化
に
対
す
る
知
識
や
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
誰
も
が
観
光
ガ

イ
ド
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　
現
在
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

１
０
０
問
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に

問

が
出
題
さ
れ
る
入
門
編
や
、
連
続

正
解
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
コ
ー
ナ

ー
が
あ
る
。
今
後
は
コ
ン
テ
ン
ツ

を
増
や
し
て
い
く
ほ
か
、
今
年
の

秋
に
検
定
本
の
出
版
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
第
１
回
検
定
は

年
２

月
を
め
ど
に
開
催
予
定
。
し
っ
か

り
と
勉
強
が
必
要
に
な
る
内
容
に

な
る
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
冒
頭
の

答
え
は
福
岡
市
西
区
の
愛
宕
山
。

　
一
見
す
る
と
普
通
の
自
動

販
売
機
だ
が
、
と
て
も
革
新

的
な
の
だ
。
ハ
イ
テ
ク
自
販

機
と
い
え
ば
、
最
近
は
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
式
な
ど
も
登
場
し

て
い
る
が
、
こ
の
装
置
は
中

身
が
ポ
イ
ン
ト
。
夏
の
暑
い

日
中
に
ほ
と
ん
ど
電
気
を
使

わ
ず
、
消
費
電
力
を
従
来
よ

り

％
カ
ッ
ト
で
き
る
。

　
省
エ
ネ
の
秘
密
は
保
温
に

あ
る
。
断
熱
材
の
効
果
を
高

め
た
こ
と
で
、
電
気
代
が
安

い
夜
間
に
冷
や
し
た
ま
ま
日

中
も
温
度
を
保
て
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
従
来
は
消
費

電
力
量
を
抑
え
る
た
め
に
、

在
庫
の
３
分
の
１
し
か
冷
や

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の

装
置
で
は
在
庫
す
べ
て
を
冷

や
す
よ
う
に
し
た
。
あ
え
て

冷
や
す
こ
と
で
在
庫
同
士
が

温
度
を
奪
い
合
わ
ず
、
冷
た

い
ま
ま
を
保
て
る
。

　
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
が
電

機
メ
ー
カ
ー
の
富
士
電
機
と

共
同
開
発
。
福
岡
で
は
Ｊ
Ｒ

博
多
駅
構
内
を
は
じ
め
、
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
が
各

地
で
導
入
を
進
め
て
い
る
。

知っとった？
福岡の街話の種「」

道の名は…

バスの中では…

中身が…
日
本
で
２
番
目
の
…

曲がっているのは…

　
福
岡
市
内
の
中
心
部
を
東

西
に
走
る
幹
線
道
路
「
昭
和

通
り
」
と
「
明
治
通
り
」
。

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
る
名
称
だ
。
だ
が
実
は
愛

称
と
し
て
命
名
さ
れ
た
の
は

「
明
治
」
よ
り
「
昭
和
」
の

方
が
先
な
の
だ
。

　
昭
和
通
り
と
い
う
名
称

が
、
福
岡
市
の
道
路
愛
称
事

業
で
決
定
し
た
の
は
１
９
６

９
年
。
市
制
施
行

周
年
を

記
念
に
公
募
さ
れ
、
選
考
委

員
会
で
決
定
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
道
の
幅
広
さ
か
ら
「

メ
ー
タ
ー
道
路
」
と
市
民
に

呼
ば
れ
て
い
た
。一
方
で
電

車
通
り
」
な
ど
と
親
し
ま
れ

て
い
た
明
治
通
り
は

年
後

の

年
に
、
同
１
０
０
周
年

記
念
の
公
募
で
決
定
。
い
ず

れ
の
愛
称
も
建
設
さ
れ
た
時

代
に
由
来
し
た
名
前
だ
。

　
ち
な
み
に
「
昭
和
」
と

「
明
治
」
に
交
差
す
る
「
大

正
通
り
」
は

年
の
ユ
ニ
バ

ー
シ
ア
ー
ド
福
岡
大
会
の
開

催
記
念
で
決
定
。
ま
た

年

に
国
道
２
０
２
号
環
状
道
路

が
「
平
成
外
環
通
り
」
と
名

付
け
ら
れ
、
明
治
か
ら
平
成

ま
で
が
そ
ろ
っ
た
。
同
通
り

の
命
名
で
、
福
岡
市
が
定
め

た
愛
称
を
持
つ
道
路
は

本

に
な
っ
た
。

　
福
岡
市
路
政
課
に
よ
る

と
、
道
路
の
正
式
名
は
道
路

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
昭
和
通
り
な
ら
「
市
道

博
多
―
姪
浜
線
」
だ
。
だ
が

愛
称
に
関
し
て
法
的
根
拠
は

な
く
、
国
道
や
県
道
の
愛
称

を
市
が
付
け
て
も
問
題
は
な

い
。
福
岡
市
内
で
は
博
多
区

役
所
や
中
央
区
役
所
の
ほ
か

地
域
の
民
間
団
体
が
名
付
け

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
お
し
ゃ

れ
な
通
り
と
し
て
知
ら
れ
る

中
央
区
の
「
け
や
き
通
り
」

は
地
域
で
付
け
た
愛
称
の
一

つ
。
厳
密
に
は
国
体
道
路
の

一
部
で
、
途
中
で
名
前
が
切

り
替
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
た
だ
通
り
の
切
れ
目
は
あ

る
。
多
く
は
交
差
点
が
起
点

・
終
点
で
、
そ
の
ほ
か
は
行

政
区
分
を
境
に
橋
な
ど
で
区

切
る
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
通

り
は
博
多
区
の
石
堂
大
橋
交

差
点
か
ら
中
央
区
の
荒
戸
交

差
点
ま
で
だ
。
法
律
上
の
道

路
名
は
「
博
多
―
姪
浜
線
」

だ
が
、
荒
戸
交
差
点
か
ら
西

側
は
明
治
通
り
に
な
る
。

　
福
岡
市
で
は
市
制

周
年

以
来
１
２
０
周
年
ま
で
、
ほ

ぼ

年
ご
と
に
主
要
道
路
に

愛
称
を
定
め
て
き
た
が
「
一

通
り
名
付
け
お
わ
っ
た
」

福
岡
市
路
政
課

状
況
だ

と
い
う
。
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　明治通りが「天神西通り」と
の交差点でうねったように曲が
っているのは、福岡藩藩主の黒
田長政による仕掛けの一つとさ
れる。四つ角を食い違わせるこ
とで、戦の際に道の一方を即席
の建物などで覆うことで、地理
に不案内な敵を目的と違う方向
に誘導できるという。


